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知見を活用した評価手法の開発研究を行ってきた。これまでの研究により、これらの新手

法に係る科学的基盤について整備されつつあるが、今後はこれら評価手法の精度を高め、

実用化に向けた研究の更なる推進と、新手法の開発や各手法を効果的に利用した安全点検

スキームの構築などが重要な課題となりつつある。また、SAICM でも大きく取り上げられて

いる化学物質リスクに対して脆弱な集団（小児や妊婦等）への取組として、化学物質リス

クに係る子どもの安全確保に向けた研究が不可欠な状況となっている。 

10 億分の 1ｍサイズ（ナノサイズ）の新規素材であるナノマテリアルについては、熱・

電気伝導性や強度・弾性等についてこれまでの素材にはない特性が見られ、画期的素材と

して開発が急速に進行している。ナノマテリアルの開発研究においては、我が国は世界で

もトップレベルにあり、成長が期待される産業分野である。一方、安全性に関するこれま

での研究からは、同じ物質でも微小化することで体内への取込みが増加することが示唆さ

れ、一部のナノ物質については、大きさや形状がアスベストに類似していることに起因す

ると考えられるアスベスト様の毒性を示すことが明らかになるなど、粒子の形状や大きさ

と毒性影響とが関連する可能性が示されてきている。ナノマテリアルには様々な種類のも

のがあり、また同一名称のナノマテリアルにおいても、その粒子径、アスペクト（長短径）

比、化学修飾の有無、表面コーティングや結晶形の違い等により、様々な種類のものが存

在している。このような違いが生体への吸収、分布、代謝、排泄、さらに健康にどのよう

な影響を及ぼすのかについては、ほとんど解明されていない。これまで化学物質リスク研

究事業ではナノマテリアルの曝露手法の開発や基礎的な安全性試験を実施してきている

が、様々なナノマテリアルについてその毒性発現メカニズムを解明し、網羅的かつ簡便な

健康影響評価手法を開発することは、ナノマテリアルの適切な規制を実施する上で喫緊の

課題であり、重点的かつ計画的に研究を推進する必要がある。 

 

(2)研究事業の効率性 

これまで、公募された多数の研究課題から、専門家による事前評価委員会が研究内容につ

いて審査し、必要性、緊急性のより高い課題を採択している。また、専門家による中間・事

後評価委員会により、研究の進行状況や目標達成状況について評価がなされ、必要に応じて

各研究代表者に改善指導がなされている。 

 費用対効果の面について検討すると、国内において年間製造又は輸入量が 1,000 トン以上

の高生産量化学物質は約 700 種類あるといわれており、これらについて、早急な安全性情報

の取得が必要である。一方、現状の方法による毒性試験実施には、1物質当たり 4億 5,000

万円以上の費用と３～４年の時間がかかるといわれている。すべての安全点検の実施には

3,150 億円以上が必要となるが、研究事業の実用化に伴う試験費用の削減効果を 10％と仮定

すると 315 億円であり、さらに試験法の迅速化により試験期間も短縮することが可能とな

り、安全性情報取得までの期間の短縮が期待され、効率性は高いと考えられる。   

 

(3)研究事業の有効性 

当該事業においては、国際的な化学物質管理で合意された目標に基づく政策目標の実現に

向けた研究課題が設定されている。その研究成果は化学物質によるヒト健康への被害を防止

する行政施策の科学的基盤となっており、実用化も図られている。さらには、これら研究成

果から、新規な知見の創出、国際貢献等の成果もあがっており、有効性は高いと考える。 

 

(4)その他：特になし 

 

３．総合評価 
化学物質リスク研究事業は、化学物質の安全確保のための行政施策の科学的基盤として有

害性評価手法の開発等の研究を実施しており、国民生活の安全確保に大いに寄与する不可欠

な事業である。 

2020 年までに化学物質の毒性を網羅的に把握することは、化学物質管理における国際的


